
一般質問事項（令和６年第５回遠賀町議会６月定例会） 

◆令和６年６月１０日（月）、１１日（火） 

◇６月１０日（月） 

（通告順１）質問者 松尾 啓太 議員 

 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１  災害時連携・応援協

定について 

⑴ 協定を結ぶ事業者の選定基準について尋ねる。 

⑵ 新規で協議している事業者はあるか尋ねる。 

⑶ 現在の協定事業者で十分だと考えているか尋ねる。 

⑷ 地域に根差した多種多様な事業者で構成されている

商工会と連携を図り、協定を結ぶ考えはないか尋ね

る。 

町 長 

町 長 

町 長 

町 長 

 

 

（通告順２）質問者 野口 久美子 議員 

 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１  遠賀町アピアランス

ケア推進事業につい

て 

⑴ 具体的に外見変化の補整のための用具とは、どうい

うもので、購入費用の助成額はいくらなのか尋ね

る。 

⑵ 令和５年度の申請件数と交付実績について尋ねる。 

⑶ 本事業の周知方法について尋ねる。 

⑷ がん患者の支援を行う拠点病院は何箇所あるか尋

ねる。 

⑸ 本事業については、まだまだ周知不足と考えるが、

今後の周知方法について改善する考えはないか尋

ねる。 

町 長 

 

 

町 長 

町 長 

町 長 

 

町 長 

２ 町立図書館への持ち

込み学習について 

⑴ 開館年度の住民の目標登録率と令和５年度の目標

登録率について尋ねる。 

⑵ 年間入館者数は、令和４年度 76,619 人、令和５年

度 76,970 人となっている。令和６年度の目標入館

者数は何人を想定しているか尋ねる。 

⑶ 遠賀町立図書館の設置及び管理に関する条例施行

規則第５条第１項第６号では、持ち込み学習はしな

いことと規定されている。その意図について尋ね

る。 

教育長 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 



  ⑷ 現在、町立図書館は、図書館専門の企業である指定

管理者に当初予算約 5,500万円で委託している。全

国的なスケールメリットを生かして様々なイベン

トを計画し、図書館での居場所づくり、交流の場と

してリピーターへ働きかけている。より利用しやす

い施設とするため、持ち込み学習が出来るように規

則を改正する考えはないか尋ねる。 

教育長 

 

（通告順３）質問者 松本 登 議員 

 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１  各地区公民館の各種

災害に対して、避難

所としての対応機能

と他地区住民への活

用方策及び公民館建

設時の補助金につい

て 

⑴ 地区公民館は各種災害時の指定緊急避難場所にな

っている。災害ごとの避難先について町民・区民へ

の周知はどのように徹底しているのか尋ねる。 

⑵ 各地区公民館への避難案内で、災害時の指定緊急避

難場所として目立つよう案内看板が掲示されてい

る。しかし、地震による津波の指定緊急避難場所に

はなっているが地震の指定緊急避難場所の表示が

ない。地域防災計画には地区公民館も地震の指定緊

急避難場所になっているが案内板に地震を表記し

ていない理由を尋ねる。 

⑶ 案内看板に各地区公民館の海抜が表記されている。

洪水時海抜で 7.5メートル以上の公民館が洪水の

指定緊急避難場所の対象となっている。洪水時の浸

水水位は何メートルで計算したのか尋ねる。また、

この数字はハザードマップに掲載する考えがない

か尋ねる。 

⑷ 地域防災計画で洪水時に対象とされている指定緊急

避難場所のうち、高台にある７地区公民館は水没の危

険性は少ない。洪水非常時には７地区公民館も町の避

難所として活用する考えはないかを尋ねる。 

⑸ 地域防災計画では、想定収容人数は 3.3㎡に１人で

計算されているが、もう少しゆとりが必要と思うが

再検討する考えはないか尋ねる。 

⑹ 地区公民館は避難所としての機能強化が求められる

が、地区公民館整備に対する補助金は、防衛省の補助

金が 2/3と残る 1/3に対する町地区公民館施設補助金

が 1/2の併せて 5/6補助となるのが 6公民館、町地区

公民館施設補助金 1/2補助のみが 18公民館となって

いる。何故補助率が違うのか尋ねる。 

町 長 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

町 長 

 

 

町長・教育長 

２  遠賀総合運動公園野

球場の屋外トイレに

ついて 

⑴ バックネット裏のトイレが使用禁止の看板が設置

されて久しい。町内外からの利用者も多いなか早急

に解体すべきと思うが、解体しない理由を尋ねる。 

教育長 

 



 

◇６月１１日（火） 

（通告順４）質問者 萩尾 修身 議員 

 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１  自治体におけるカス

タマーハラスメント

や悪質なクレームに

ついて  

⑴ 役場の窓口で、カスタマーハラスメントや悪質なク

レームを受けているか現状を尋ねる。 

⑵ 町民と直に接する職員に対して研修はどのような

ことを行っているか。また、効果は表れているか尋

ねる。 

⑶ カスタマーハラスメントに該当するたくさんの例

の中に、対応状況や職員の氏名等をＳＮＳや動画共

有サイトへの投稿がある。これについての町の対応

を尋ねる。 

⑷ 理不尽なクレームに対しては、断固とした態度をと

るべきと考えるが町長の考えを尋ねる。 

町 長 

 

町 長 

 

 

町 長 

 

 

 

町 長 

 

２ 子どもを性暴力から

守る対策について 

⑴ 学校、学童保育、幼稚園、保育園等における性暴力に

ついて、本町の現状を尋ねる。  

⑵ 子どもに対する性暴力防止教育の一環として、教員

による性暴力防止法についての研修などを実施し

ているか尋ねる。 

⑶ 性犯罪の８５パーセントが初犯者だが、学校現場では

どのような対策を行っているか尋ねる。 

⑷ 学校での性被害について、子どもが打ち明けら  

れない場合も想定されるが、教員と管理職、家庭と

の連携はどのように行っているか尋ねる。 

町長・教育長 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

教育長 

３ ２０代から３０代ま

での若手教員の育成

について 

⑴ 若手教員の退職者及び休職者について本町の現状

を尋ねる。 

⑵ 新卒教員のクラス担任について配慮はしているか

尋ねる。 

⑶ 新卒教員の指導力不足や負担をカバーする支援策

として、教員メンターがあるが導入しているか尋ね

る。 

⑷ 文科省の若手教員支援策として、小学校の教科担任

制を３，４年生に広げる考えがあるが、教育長の考

えを尋ねる。 

⑸ デジタル化を進めることで業務削減と若手を支え

る環境整備を急いでほしいと現場の教師からの声

が新聞報道にあるが、チャットＧＰＴなどのＡＩの

活用について教育長の考えを尋ねる。 

教育長 

 

教育長 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育長 



 

（通告順５）質問者 田代 順二 議員 

 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１  新型コロナウイルス

のワクチン接種につ

いて 

⑴ 定期接種（65 歳以上と 60 歳から 64 歳の重症化リ

スクが高い人）の自己負担額について町として補助

する考えはないか尋ねる。 

町 長 

２ 子ども医療費助成制

度について 

⑴ 本町の子どもの医療費は、中学生までは無料である

が、高校生（18 歳まで）は、外来では一部自己負

担額が医療機関ごとに 1600 円発生する。入院では

1日当たり 500円が月 7日限度で発生する。岡垣町

が 10月より、小学生から 18歳までの外来の一部自

己負担額を 1200 円から 500 円に引き下げる。入院

はすでに無料となっている。高校生（18 歳まで）

の一部負担額を引き下げる考えはないか尋ねる。 

町 長 

３ 物価高騰対応重点支

援地方創生臨時交付

金の取扱いについて 

⑴ 内閣府によると、2023年度補正予算で措置された

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の３割

にあたる 1447億円が活用されず、2024年度に繰り

越されていることが明らかとなっている。県下 60

自治体のうち、52自治体に交付残がある。本町に

は交付残はあるのか。ある場合、実施計画の現状を

尋ねる。 

町 長 

４ ライフライン施設等

の整備について 

⑴ 地域防災計画では、水道施設は「貯水池等の施設の

耐震化を推進するように、中間市上下水道局に働き

かける」、下水道施設は「浸水災害等の被害を防止

するため、雨水、下水の迅速な排除が行えるよう施

設の整備増強を図る」、「幹線下水道施設の設計及び

施工については、耐震性の確保に努める」とあるが、

耐水性、耐震性について現状はどうか尋ねる。 

町 長 

 

 

 

 

 

５ 学校教育について ⑴ 文部科学省の生徒指導提要(令和 4年 12月)には、

校則の見直しとして、「校則を制定してから一定の

期間が経過し、学校や地域の状況、社会の変化等を

踏まえて、その意義を適切に説明できないような校

則については、改めて学校の教育目的に照らして適

切な内容か、現状に合う内容に変更する必要がない

か、また、本当に必要なものか、絶えず見直しを行

うことが求められます」とある。これらについて、

本町の現状とこれからの取組についてどう考えて

いるかを尋ねる。 

教育長 

 

 


